






A Case about School Refusal Junior High School student: 





























































































































































































にも聞いてもらっていたようである。以降， SCの所には 2年生の 2学期， 3年

































































































































































































































































































































































サポートとストレス反応の因果構造モデル 学校保健研究， 45,89-101. 
菊島勝也 1999 ストレッサーとソーシャルサポートが中学時の不登校傾向に及ぽす影響
性格心理学研究， 7 (2) , 66-76. 
文部省 1992 登校拒否（不登校）問題について一児童生徒の「心の居場所」づくりを目
指して（学校不適応対策調査研究協力者会議報告） 教育委員会会報， 44,25-29. 
文部科学省2007生徒指導上の諸問題について
http:/ /www.mext.go.jp/b-menu/toukei/ main -b8.htm 
岡安孝弘・嶋田洋徳・坂野雄二 1993 中学生におけるソーシャル・サポートの学校スト





の信頼関係と学校適応 教育心理学研究， 50,12-22. 
杉本希映・庄司一子 2006a 「居場所」の心理的機能の構造とその発達的変化の研究， 教
育心理学研究， 54,289-299. 
杉本希映・庄司一子 2006b 中学生の「居場所環境」と学校適応との関連に関する研究，




場所環境」の認知との比較を中心に一 共生教育学研究， 1, 37-47. 
杉本希映・庄司一子 2007a子どもの「居場所」研究の動向と課題 カウンセリング研究，
40 (1), 81-91. 
杉本希映・庄司一子 2007b 「居場所環境」に関する発達的変化の検討ー中学生と大学
生の比較検討を中心に一共生教育学研究， 2,13-22. 
住田正樹 2003 子どもたちの「居場所」と対人的世界 住田正樹・南博文（編） 子ども
たちの「居場所」と対人的世界の現在 九朴1大学出版会 Pp. 3 -17. 
田中麻貴・田鴬誠一 2004 中学校における居場所に関する研究 九1-1大学心理学研究， 5,
219-228. 
Appendix 1 「居場所」の心理的機能尺度（杉本・庄司， 2006)
質問項目
I 被受容感
自分を本当に理解してくれる人がいる
悩みを聞いてくれる人がいる
人と一緒にいられる
ひとりじゃない
自分はそこのメンバーである
自分は大切にされている
人のために何かができる
I 精神的安定
満足する
無理をしないでいられる
本当の自分でいられる
幸せ
おもしろい
素直になれる
楽しい
自分らしくいられる
誰にもじゃまされない
安心する
Il[ 自己中心
自分の好きなことができる
自分の好きなようにできる
自由だ
自分の物がある
自分だけの時間がもてる
寝ることができる
w 思考・内省
自分のことについてよく考える
物思いにふける
1日のことを振り返る
ボ一つと考えこむことがある
V 自己肯定感
何かに夢中になれる
自分の能力を発揮できる
好きな物がある
自分はうまくやれる
自分に自信がもてる
VI 他者排除
他人のペースに合わせなくていい
人を気にしなくていい
人に会わなくていい
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